
令和７年度小学校教科教育推進研修（国語科）研修成果物 

 

                   指導者 安芸高田市立甲田小学校 藤光 優 

      第３学年 30名 

１ 単元名「生き物のひみつ」をまとめよう 

「ありの行列」（光村図書「国語 三下 あおぞら」） 

       

２ 単元について 

(1) 教材観 

本単元は、小学校学習指導要領（平成29年告示）国語第３学年及び第４学年の〔思考力、判断

力、表現力等〕Ｃ読むこと（１）ウの指導事項「目的を意識して、中心となる語や文を見付けて

要約すること。」及びオの指導事項「文章を読んで理解したことに基づいて、考えや感想をもつ

こと。」を受けて設定している。 

目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約する力を育成するためには、教材文から中

心となる語や文を見付け、目的に応じて付け加えたり削ったりすることが必要となる。また、文

章を読んで理解したことに基づいて、考えや感想をもつ力を育成するためには、教材文を正しく

理解したり、他の生き物の生きる工夫を知ったりした上で、児童の既有の知識や経験を結び付け

て自分の考えをまとめることが必要となる。 

本単元で扱う教材文「ありの行列」は、なぜありの行列ができるのかについて、実験や研究を

通して明らかになったことが書かれた説明的な文章である。ありという児童にとって身近な生き

物がなぜ行列をつくることができるのか、改めて考えたことがないであろうことを知ることで、

生き物の生態についての感想をもったり、更に知りたいことを見いだしたりすることに適した教

材である。 

 (2) 児童観 

本学級の児童は、文学的な文章「ちいちゃんのかげおくり」を読む学習において、約80％の児童

が文章を読んで理解したことに基づいて、考えや感想をもつことができた。児童に行ったアンケ

ートによると、文章を読み、自分の考えや感想をもつことが苦手だと自覚している児童が約 73%

いた。考えや感想をもつことができなかった児童や苦手だと感じている児童は、文章に自分の考

えをどう書いていいのか分からなかったり、そもそも文章を読んでも自分の思いや考えをもてな

かったりした。さらに、自分の経験と結び付けることに難しさを感じている児童も見られた。こ

れは、「考えの形成」の過程に至るまでに、文章の内容を既有の知識や経験と結び付け、自分ご

ととして理解することに課題があると考えられる。本単元では、文学的な文章ではなく、説明的

な文章を扱うため、さらに難しさを感じる児童が多いことが想定される。 

また、説明的な文章「こまを楽しむ」を読む学習では、段落相互の関係を理解し、中心となる語

を抜き出して要約する活動を行った。形式段落に分け、それぞれの段落に書いてあったことや、

段落相互の関係について大まかに理解することはできた。しかし、言葉の意味を正しく捉えてい

ない児童も多いことが分かった。また、教科書の言葉をそのまま抜き出す児童も多く、何のため

に要約するのかを意識したり、要約することで得られる利点を実感したりするには至っていない。 

 (3) 指導観 

指導に当たっては、学習したことを２年生に伝えるという目的を明確にして学習を進めること

ができるようにする。文章の内容を正確に理解できるように、ありが行列を作る様子を動画で見

たり、言葉の意味を国語辞典で調べたりしながら文章を読んでいく。また、生き物の本を用意し

たり考え聞かせを行ったりすることで、ほかの生き物とありを比べて、生き物はいろいろな生き

る工夫があることに気付けるようにする。また、目的をもって要約することができるように、

「生き物のひみつ」を２年生に伝えようと相手を明確にして学習を進める。児童がスモールステ

ップで要約することができるように、段落ことに中心となる語や文をもとに、段落ごとの要点を

まとめる活動を行う。「生き物のひみつ」に要約する際には、文字数を 120字に設定し、言葉を付

け加えたり削ったりするなどして、相手意識をもって分かりやすく要約できるようにする。さら

に、自分の考えを形成することに苦手意識がある児童がいるため、まとめる前には学習して理解

したことや、ほかの生き物と比べて分かったことなど、全体で話し合うことで、自分の思いをも

つことができるようにしていく。 

 

 



３ 単元の目標 

○ 段落の役割について理解することができる。    〔知識及び技能〕（１）カ 

○ 目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕（１）ウ 

 〇 文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。                    

〔思考力、判断力、表現力等〕（１）オ 

○ 言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合

おうとする。                   〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 段落の役割について理解し

ている。（（１）カ） 

① 「読むこと」において、目

的を意識して、中心となる語

や文を見付けて要約してい

る。（Ｃ（１）ウ） 

② 「読むこと」において、文

章を読んで理解したことに基

づいて、感想や考えをもって

いる。（Ｃ（１）オ） 

① 進んで、目的を意識して、

中心となる語や文を見付けて

要約し、学習課題に沿って、

分かったことや考えたことに

ついて文章にまとめようとし

ている。 

 

<評価の具体及び手立て> 

 
評価規準【「おおむね満足できる」状況（Ｂ）】 

（評価方法） 

「努力を要する」状況

（Ｃ）と判断した児童へ

の指導の手立て 

知
識
・
技
能
① 

段落の役割に

ついて理解し

ている。 

（（１）カ） 

（ノート） 

○形式段落に小見出しを付けたり、接続する語句に着

目したりすることで、段落の役割を理解しているか

の確認をする。 

・１段落 問い 

・２段落 具体例 実験① 

・３段落 ↓ 

・４段落 具体例 実験② 

・５段落 ↓ 

・６段落 具体例 研究 

・７段落 分かったこと 

・８段落 ↓ 

・９段落 答え 

 

○形式段落ごとの内容を理解させた上で、意味段落ご

とに、どのような事柄が説明されているのかを自分

の言葉で再整理させる。 

【児童の記述例】 

・はじめ（問い） なぜ、ものがよく見えないありが 

         行列を作れるのか。 

・中  （具体例）実験１ 

         実験２ 

         研究 

         分かったこと 

・終わり（答え） においで道しるべをつけて、その

においをたどるから行列ができ

る。 

○ 段落の役割が分かる

ように、段落に書かれ

ている内容を簡潔に書

き表したり言葉を書き

込んだりしながら段落

の役割が理解できるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 形式段落ごとに小見

出しを付けたり、接続

する語句を見付ける活

動を小グループで行

い、全体で話し合った

のち、改めて自分のノ

ートに段落の役割につ

いて理解したことを整

理させる、というスモ

ールステップを踏ませ

ることで、確実に段落

の役割が理解できるよ

うにする。 



思
考
・
判
断
・
表
現
① 

「読むこと」

において、目

的 を 意 識 し

て、中心とな

る語や文を見

付けて要約し

ている。 

（ Ｃ （ １ ）

ウ） 

（ノート・ワークシート） 

○教材文の中心となる語や文を見付けて、なぜ、もの

がよく見えないありが、行列をつくることができる

のかについて、正しく要約できているかどうかをノ

ートやワークシートの記述の内容から評価する。ま

た、２年生が読んですぐに内容が分かるように 120

字程度でまとめる、という要約の目的を意識して、

必要な語や文を見付けさせる。 

【「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の例】 

・ありは、えさを見つけると、道しるべとして地面に

においのあるえきをつけます。ほかのありたちは、

このにおいをたどってえさのところへ行ったり、巣

へ帰ったりするので、ものがあまり見えないありで

も、ありの巣からえさのあるところまで、行列がで

きるというわけです。（125字） 

○ 問いと答えや、ウイ

ルソンの実験を時系列

で整理したり、書く前

にどんなことが分かっ

たのか、どんなことが

書いてあったのかなど

について児童同士や当

該児童と話したりする

ことで、中心となる語

や文を見付けられるよ

うにする。 

思
考
・
判
断
・
表
現
② 

「読むこと」

において、文

章を読んで理

解したことに

基づいて、感

想や考えをも

っ て い る 。

（ Ｃ （ １ ）

オ） 

○これまでの学習と、既習の内容（生き物のひみつ）

を結び付けてもった自分の感想や考えをワークシー

トの記述の内容から評価する。 

【「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の例】 

（ありの行列） 

・ ２つの生き物のひみつを知って、生き物のひみつ

は生きるためなんだと分かりました。（理解を深め

たこと） 

ありはものがよく見えません。だからありは、え

さを見つけると、おしりからにおいのあるえきを出

して、仲間に知らせます。それをたどると、巣に帰

ったり、えさのところへ行ったりできます。そうや

って、えさを食べて生きていくことができます。

（理解したこと）（Ｃ（１）ウ） 

  さばくでくらすらくだの鼻は砂が入らないよう

に、閉じることができるそうです。（児童の知識や

経験） 

生き物には、ごはんを食べたり、住んでいる場所

に合わせたりして生きるためにひみつがあるんだな

と分かりました。（文章を読んで理解したことと自

分の体験や既習の内容と結び付けて深めた理解） 

わたしは、ほかの動物にもひみつがあると思いま

す。どんなひみつがあって、それは人間にできるの

かどうかも調べてみたいと思います。（自分の考え

や感想） 

○ 「児童の知識や経

験」や「文章を読んで

理解したことと自分の

体験や既習の内容と結

び付けて深めた理解」

の部分は、第 2 学年の

生活科で昆虫などを観

察したり観察したりし

た際に、生き物がくら

す場所はえさの近くや

隠れやすいところであ

ったことを想起させ、

自分が選んだ生き物と

つなげながら考えさせ

る。 

○ 「自分の考えや感

想」の部分は、これま

で記述してきたワーク

シートやノートを見返

して、分かったことや

驚いたことなど、児童

の気持ちに気付かせ、

感想や考えを書くこと

ができるように促す。 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

進んで目的を

意識して、中

心となる語や

文を見付けて

要約し、まと

めようとして

いる。 

○学習課題に沿って、目的を意識して、中心となる語

や文を見付けたり、要約しようとノートやワークシ

ートに書き込んだりする様子を評価する。 

【「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の例】 

・学習課題に沿って、教材文の中心となる語や文に線

を引くなどし、目的に合わせて言葉を削ったり付け

足したりしながらまとめている。 

○友達の考えを書き込ん

でもよいことを伝えた

り、要約する目的を再

確認し、そのためには

どんな言葉が必要かを

一緒に考えたりする。 

 

  



５ 指導と評価の計画（全 11時間） 

次 時 学 習 内 容 
評   価 

知 思 主 評価規準・評価方法 等 

一 

 

１ 

 

 

 

 

〇学習の見通しをもつ。 

・ありが行列になっている動画を見
せ、イメージをもたせる。 

・ありの行列ができる理由を予想す
る。 

・範読を聞き、思ったことや感じた
ことなど、初発の感想を書き、伝
え合う。 

生
き
物
の
生
態
に
関
す
る
本
の
並
行
読
書 

   

 

２ ・学習課題を確認する。 

二 

 

 

３

４ 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

〇ありの行列ができる理由につい
て、文章を読んで整理する。 

・形式段落に分ける。 

・段落の大切な言葉や文を見付けな
がら全体の内容を捉える。 

・意味段落に分ける。 

・「問い」と「答え」を見付ける。 

 

 

 

 

・ありの行列ができる理由を要約す
る。 

生
き
物
の
生
態
に
関
す
る
本
の
並
行
読
書
（
選
ん
だ
生
き
物
の
「
ひ
み
つ
」
を
見
付
け
な
が
ら
読
む
） 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

〔知識・技能①〕 

 ノート 

・段落の内容に着目し、段落の
役割について理解しているか
の確認 

〔思考・判断・表現①〕 

 ノート・ワークシート 

・ありのひみつが伝わるよう
に、中心となる語や文を見付
け出し、要約してワークシー
トにまとめているかの確認 

〔主体的に学習に取り組む態度①〕 

 児童の様子 

・中心となる語や文を見付けて
要約し、ワークシートにまと
めようとしているのか確認 

あ
７
８ 

９
（
本
時
） 

 

10 

〇教材を読んだことに基づいて感じ

たことや考えたことをもとに、生

き物のひみつについてまとめる。 

・自分が選んだ生き物のひみつにつ

いてワークシートにまとめる。 

・生き物のすごいところについて、

自分の考えをまとめる。 

 

 

 

 

・生き物のひみつを友達と伝え合

う。 

  

 

 

 

 

○ 

 

  

 

 

 

 

〔思考・判断・表現②〕 

 ワークシート 

・文章を読んで理解したことに

基づいて、自分の体験や既習

内容と結び付けて自分の考え

を記述しているかの確認 

三 11 

〇学習の振り返りをする。 

・学習を振り返り、初読の感想と第９時

でまとめた文章とを比べて、生き物の

ひみつについて考えたことや身に付い

た力、友達と交流し合って感じたこと

などについて整理する。 

    



６ 本時の学習 

(1) 本時の目標 

  生き物のひみつについて、自分の考えをまとめることができる。 

 

(2) 学習の展開 

学習活動 

○指導上の留意点 

□主な発問 

・予想される児童の反応 

◆「努力を要する」状況と判断した児童への 

指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認

する。 

 

 

 

 

 

２ 「あり」や「自分が

伝えたい生き物」のひ

みつを確かめる。 
・あり…目が見えにくいか

ら、おしりからにおいのあ

るえきを出している。 

・らくだ…耳に砂が入らない

ようにするために、耳をと

じることができる。 

 

３ 生き物の体にひみつ

がある理由ついて考え

る。 

・生き物って・・・ 

（         ）た

めにひみつがあります。 

・命を守るためにひみつがあ

ります。 

・生きていくためにひみつが

あります。 

 

・それくらい（それほ

ど）・・・ 

（     ）からです。 

・えさをとることができな

い。 

・生きていくのが大変なとこ

ろに住んでいる。 

 

  

 

 

４ 自分の考えをまとめ

る。 

 

 

 

 

５ 学習の振り返りをす

る。 

・学習計画を確かめ、見通しをもって学習が

できるようにする。 

 

 

 

 

 

・児童が２つの生き物を比べることができる

ように、教材の大まかな内容を押さえると

ともに、自分が選んだ生き物の特徴を確認

する。 

 

 

 

 

 

 

・教材と自分が選んだ生き物を比べ、生き物

は生きるために工夫していることに気づく

ことができるように、生き物にひみつがあ

る理由について考え、まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分で考えたことを、ワークシートにまと

める。 

◆考えをもつことができるように、板書から

自分の思いに近いものを選んで書くように

する。 

 

・本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇文章を読んで理解し

たことに基づいて、

既習内容と結び付け

て自分の考えを記述

している。（ワーク

シート） 

 

「生き物のひみつ」について、自分の考えをまとめよう。 

生き物は（       ）のためにひみつがある。 



(3) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 指導の実際 

(1) 指導上の工夫 

  【第一次】 

・ 教材文を読み、思ったことや考えたことから単元のゴールを設定した。（写真１） 

  ・ 単元のゴール「生き物のひみつを二年生に伝えよう」「ほかの生きもののひみつをみつけよ

う」を達成するために、どんな学習をするとよいのかについて、グループで考えを出し合った。

（写真２）その後、みんなで出た考えを整理し、単元計画を作成することで、見通しをもって

進めることができるようにした。（写真３） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【第二次】 

  ・ 意味段落に分けるときには、大切な言葉や文を付箋に書き出しながら教科書を読むことで、

教材や段落の大まかな内容を捉えることができるようにした（写真３４５）。さらに、要約す

る時には、この付箋を活用し、大切な言葉や文を選び、付箋の言葉に付け加えたり削ったりで

きるようにした（写真６）。 

・ ライオンやカメレオンなど、子ども達が本で生き物のひみつについて並行読書ができる環境

作りをした。（写真７）また、「どうぶつの耳」（「どうぶつのからだ④ どうぶつの耳」監

修：増井 光子 出版社：偕成社）の考え聞かせを行い、「何の耳かな？」「どんな耳か

な？」など問うことで、動物のひみつについて興味をもたせるとともに、並行読書をする際に

何に注目して読むとよいのか視点を明確にすることができた。 

 

あ
り
の
行
列 

 
 
 
 
 
 
 

大
た
き 

て
つ
や 

○学
「
生
き
物
の
す
ご
い
〇
〇
」
に
つ
い
て
、 

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
。 

あ
り 

・
あ
り
は
、
目
が
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写真２ グループで書き出

したボード 

 

写真３ 単元計画 写真１ 単元のゴールを設定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【第三次】 

  ・ ２年生に生き物のひみつを発表した。２年生の姿を見ながら発表することで、生き物のひみ

つについて文章には書いていないことを付け加えて発表する姿が見られた。（写真６・７） 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

(2) 児童のつまずきと実際に講じた手立ての具体 

  ・ 教材文を意味段落に分け、全体の内容を大まかに捉えた後、それぞれの段落の役割について

考えた。その際、「問い」や「答え」、「実験」などを正しく理解できない児童がいた。その

ため、これまで学習をしたことを振り返りながら、「はじめ・中・終わりに分けてみよう。」

「なぜ、そう分けたのですか。」などのように、書いてあることを整理することができる発問

をすることで、グループで話し合いながら考えられるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 大切な言葉を 

書き出した付箋 

 

写真６ 教材文を要約している 

様子 

写真７ 並行読書コーナー 

グループでまずは「はじめ」

「中」「おわり」に分けた。 

その後、それぞれの意味段落には

何が書いてあったのかを考えた。 

（まとめたものを掲示） 

 

 

写真６ ２年生に生き物のひみつを紹介する様子 写真７ ２年生に生き物のひみつを紹介する様子 

写真４ 大切な言葉を 

書き出した付箋 

書き出す 

写真５ 大切な言葉を 

書き出した付箋 

 



 

  ・ ありの行列ができる理由について、ほとんどの児童が正しく表現することができた。しかし、

それを文章に書くことができない児童がいた。大切な言葉や文を選び、書き出した付箋を振り

返り、どの言葉が必要なのかを付箋から選び、それを文章にしていくように工夫した。選び出

す際には、要約する目的を確認し、２年生に動物のひみつが伝わるようにするための文章を書

くことを意識させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 評価の実際 

(1)  評価の具体 

【ア 知識・技能】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ａ）「十分満足できる」状況 

 いくつかの形式段落がまとまって意味段落を形成していることを理解するとともに、形式段

落の内容を踏まえて意味段落の「はじめ」「中」「終わり」の内容を、形式段落ごとに整理し

た内容だけでなく、教材文の内容を適宜補いながら、文や文章で整理している。 

 
要約をする前に大切な言葉や文を選び出し、付

箋に書き、教材文に貼った。 

要約する際に、付箋を見返し、必要な

付箋を選び出した。 
 

小グループでの整理、全体での内容確認の後、再度自分

の言葉でまとめたノート 

はじめ・・・問い（ありはものがよく見えないこと・な

ぜありの行列ができるかの話をする

こと） 

中・・・ウイルソンという学者がいること 

    ウイルソンが実験したことやまとめたこと 

おわり・・・答え（においで道しるべをつけること） 

形式段落ごとに何が書かれている

のかについて小グループで整理し

たノート 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【イ 思考・判断・表現①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【イ 思考・判断・表現②】 

 

 

（Ｂ）「おおむね満足できる」状況 

 いくつかの形式段落がまとまって意味段落を形成していることを理解するとともに、形式

段落の内容を踏まえて意味段落の「はじめ」「中」「終わり」の内容を短文や単語で整理し

ている。 

 

 

 

（Ａ）「十分満足できる」状況 

 目的を意識して、ありの行列ができるわ

けについて正しく要約している。また、ど

のようなえきなのかなどにつて、くわしく

書いている。 

 

 

 

（Ｂ）「おおむね満足できる」状況 

 目的を意識して、ありの行列ができるわ

けについて正しく要約している。 

 

 

 

 

全体で確認した後、自分の言葉でまとめた。 

①はじめ・・・問 ものがよく見えない 

        なぜありの行列ができるのか 

②～⑧中・・・①②実験 

       けんきゅう まとめ 

⑨おわり・・・答え においで道しるべをつける 

 

形式段落ごとに何が書かれている

のかについて小グループで整理し

たノート  



【イ 思考・判断・表現②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ａ）「十分満足できる」状況 

これまでの学習と、既習の内容（生き物のひみつ）を結び付けてもった自分の感想を表現してい

る。また、学習したことを振り返り、今後取り組んでみたいことについて書いている。 

学習したことと既習したことを比較し

ながら考え、理解したことをもとに、自

分の考えと、なぜ、そのように考えたの

かについて書いている。 

（自分の考え） 

自分が生きることからひみつがあるの

だと思いました。 

（理由） 

 えさを食べなきゃ死んじゃうし、何か

におそわれても死んでしまうからです。 

自分の考えをもつために、学習したことや自分が調べたこと

などについて考えを出し、それをもとにノートにまとめた。 
 

自分が新たに気付いたことをもとに、

新たな考えを２つ以上見出している。 

（新たな考え①） 

 ヤモリの毛は、ひっつくけど、人間の

毛はあたたかくしたり、はだを守ったり

するためにあるのだと思いました。 

（新たな考え②） 

 なぜ生き物がには、じゅみょうがある

のかを知りたいです。わけは、生き物に

は、生きるひみつがあるのに、死んでし

まうのがふしぎだからです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｂ）「おおむね満足できる」状況 

 これまでの学習と、既習の内容（生き物のひみつ）を結び付けてもった自分の考えを書いてい

る。 

 

 

 

 

自分の考えをもつために、学習したことや自分が調べたこと

などについて考えを出し、それをもとにノートにまとめた。 
 

学習したことと既習した

ことを比較しながら考え、

理解したことをもとに、自

分の考えと、なぜ、そのよ

うに考えたのかについて書

いている。 

（自分の考え） 

生き物には生きるための

のうりょくがあるんだなと

分かりました。 

（理由） 

 こののうりょくがないと

えさも食べれなくなって死

んでしまうから生き物には

のうりょくがあると思いま

した。 

自分が新たに気付いたこ

とをもとに、新たな考えを

１つ見出している。 

（新たな考え） 

 次はりくの生き物じゃな

くて水中の生き物も知りた

いです。たとえばマグロは

なんでおよいでないと新で

しまうのか。魚は口じゃな

くてひれでこきゅうをする

のかを調べてみたいです。 



【ウ 主体的に学習に取り組む態度】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（Ａ）「十分満足できる」状況 

学習課題に沿って、目的を意識して、中

心となる語や文を見付け、要約しようとし

ている。また、言葉を付け加えながら、ま

とめようとしている。 

（Ｂ）「おおむね満足できる」状況 

 学習課題に沿って、目的を意識して、中

心となる語や文を見付けたり、要約しよう

としたりしている。 

 

 

 これまでにグループで書き出していた付箋をもとにして書き出した児童もいたが、それだけ

では分かりにくく、要約することはできないと考え、児童自ら形式段落ごとにポイントを書

き出してしている。 

自分で要約したものと友達が要約したものを読

み比べ、分かりにくいと感じた児童は、初めに

要約した文章を見直していた。そして、言葉の

順番を変えたり、必要な言葉をもう一度考えた

りする必要があると感じた。そのため、再度、

自分が書いた要約や大切な言葉や文を書き出し

たノートを見て、書き直しをした。 

ノートに書いたことや、これまでの学習

で付箋に書き出したことを使って、条件

に合うように自分で考えて要約をした。 

ノートに書き出したことを、どのように

要約をすればよいのか分からず、友達に

聞いている姿が見られた。友達から、

「ありには、なぜひみつがあるのか」

「どんなひみつがあるのか」について聞

かれ、それについて要約した。書いたも

のを友達と読み合い、正しく書かれてい

るのかを確かめていた。 



（2） 児童の評価 

評価 評価規準 Ａ Ｂ Ｃ 

知識・技能 
① 段落の役割について理解している。

（（１）カ） 
３人 21人 ３人 

思考・判断・表現 

① 「読むこと」において、目的を意識

して、中心となる語や文を見付けて要

約している。（Ｃ（１）ウ） 

４人 20人 ５人 

② 「読むこと」において、文章を読ん

で理解したことに基づいて、感想や考

えをもっている。（Ｃ（１）オ） 

２人 22人 ５人 

主体的に学習に 

取り組む態度 

① 進んで、目的を意識して、中心とな

る語や文を見付けて要約し、学習課題

に沿って、分かったことや考えたこと

について文章にまとめようとしてい

る。 

４人 23人 ２人 

 

９ 成果と課題 

(1)  成果 

  ・ 単元のゴールを「２年生に生き物のひみつを伝えよう」と明確にすることで、目的をもって

意欲的に学習に取り組むことができた。要約をする時には、「この言葉は分からないかな。」

「漢字が読めないかもしれないから読み仮名を書こう。」など、相手意識をもっている姿が見

られた。また、生き物のひみつを紹介するために、自分で調べるうちに知らなかった動物のひ

みつに興味をもち、自分から進んで本を読んでいる児童が多くいた。 

  ・ 児童の既習や体験と結び付けて自分の考えを形成するために、並行読書を行った。生き物に

ついての知識が少なかった児童も、本を読むことで知識を身に付け、教材文を読んで理解した

ことと結び付けて考えをもつことができた。 

  ・ 教材文を要約する際、大切な言葉や文に線を引くのではなく、付箋に書き出したことで、必

要な言葉や文を焦点化することができた。それによって、児童が要約する時にも、付箋を選ん

だり、組み合させたりすることで、苦手な児童も書くことを整理することにつながった。 

 

(2) 課題 

  ・ 目的を意識して、要約することができなかった児童の中には、実験の手順を書いている児童

や、１～９段落の内容をすべて書いている児童がいた。何を書けばよいのか、見通しをもって

書くことができるように、目的（生き物のひみつを２年生に伝えよう）を確認し、そのために

はどんな文や言葉を入れると良いのかを確かめる必要があった。 

  ・ 教材文で学習したこと、自分の調べたことを結び付けて考えることができなかった児童がい

た。結び付けるためには、同じところや違うところに着目して比較する発問ではなく、「なぜ、

生き物にはひみつがあるのか」と発問することで、理由を聞く必要があった。目的を達成する

ための発問、そして、児童が考えたいと思う発問になるように考えていきたい。 

 

(3)  今後に向けて 

・ 単元計画をする際、児童が学習を終えた時に、どのようなことが分かったのか、難しかった

のかなどについて評価規準を児童が振り返ることができるようにするために、どんな学習をす

ればよいのか明確にすることが必要だと感じた。そのためには、児童が考えたいと思えるよう

に、発問を工夫したり、授業の構成を考えたりすることで、児童が自分の学習がどうであった

のかを主体的に振り返ることができるようにする必要がある。 

・ 考えを形成し、表現させる際、教材文や並行読書した図書を見返すことなく、児童の頭の中

にある文章の内容や印象のみで書いている児童が多かった。しかし、文章を読んで理解したこ

とに基づいて考えを形成するためには、教材に戻り、自分の考えを確かめたり、理解したこと

を振り返ったりできるように、声かけなどをすることが大切である。 
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